
げ
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命

（

歳
の
と
き
に
何
歳
ま
で
生
き
ら

0
れ
る
か
を
統
計
か
ら
予
測
し
た
「
平

均
余
命
」
）
は
、
男
性8

1
.6
4

歳
、
女

性8
7
.
7
4

歳
と
な
り
、
と
も
に
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
背
景
に

は
、
「
健
康
意
識
の
高
ま
り
」
や
「
医

療
技
術
の
進
歩
」
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

た
だ
重
要
な
こ
と
は
、
健
康
寿
命

（
心
身
と
も
に
自
立
し
、
健
康
的
に

生
活
で
き
る
期
間
）
を
延
ば
し
平
均

寿
命
に
近
づ
け
る
こ
と
で
す
。
健
康
寿

命
が
平
均
寿
命
に
近
づ
け
ば
近
づ
く

ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
最
期
ま
で
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
誰
も
が
元
気
で
生
涯

を
終
え
た
い
と
い
う
の
が
願
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
故
、
厚
生
労
働
省
は
健
康
寿

命
延
伸
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

２
０
４
０
年
ま
で
に
健
康
寿
命
を

歳
７５

以
上
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う

も
の
で
、
男
性
は

75.14

歳
、
女
性

は

77.79
歳
と
す
る
た
め
に
国
民
の

健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
し

て
歩
行
者
を
先
に
通
行
さ

せ
る

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
装
着

す
る
。

２

自
転
車
利
用
者
は

①
自
転
車
も
車
両
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
の
上
、
車
道
の
左
側
通

行
と
交
通
ル
ー
ル
を
順
守
す
る

３

歩
行
者
は

①
道
路
を
横
断
す
る
際
は

横
歩

道
を
渡
る
。
横
断
歩
道
が
な
い

場
合
は
、
明
る
い
場
所
や
見
通

し
の
良
い
安
全
な
場
所
を
選

び
、
「
止
ま
る-

見
る-

待
つ
」

の
交
通
安
全
行
動
を
徹
底
し
、

無
理
な
横
断
は
し
な
い
。

②
夕
暮
れ
時
や
夜
間
外
出
時
に

は
、
反
射
材
用
品
を
着
用
す
る
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
日
々
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

秋
季
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

町
民
の
「
健
康
の
増
進
」
と
「
親
睦

と
融
和
」
を
図
る
交
流
の
場
づ
く
り

日

時

月

日
（
日
）

１０

１７

午
前
８
時

分
～

３０

※
雨
天
の
場
合
は
後
日

会

場

小
細
浦
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

末
崎
町
民
（
誰
で
も
可
）

参
加
料

無
料

参
加
申
込

当
日
受
付
に
て
申
込

※
事
前
申
込
は
新
沼
ま
で

（

ー
３
９
１
７
）

２９

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

末
崎
町
の
敬
老
会
対
象
者
の
皆

様
、
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
は
何
と
か
敬
老
会
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

差
し
控
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
よ
っ
て
敬
老
会
対
象
者
の
皆

様
に
は
、
お
祝
い
と
し
て
記
念
品

（
バ
ス
タ
オ
ル

）
、
菓
子
折
、
名

簿
を
お
届
け
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
ご
理
解
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和

年
度
の
末
崎
町
の

歳
以

3

75

上

の
敬

老

会

対

象

者

は
９
３
２
人

（
男
性
３
９
０
人
、
女
性
５
４
２

人
）
で
す
。
最
高
齢
者
は
碁
石
の

大
和
田
ハ
ル
子
さ
ん
１
０
２
歳
で
す
。

次
い
で
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
は
、
峰
岸
の
熊
谷
ト
ク
エ
さ

ん
、
小
細
浦
の
武
田
武
男
さ
ん
、

門
之
浜
の
田
畑
ミ
ネ
子
さ
ん
、
中

井
の
山
田
道
子
さ
ん
の

人
で
す
。

4

な
お
、

歳
代
は
１
２
０
人
お
り

９０

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
ご
長
寿
の

皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

 

49 天照御祖神社・伊勢神宮について ～ その 1
(1) 天照御祖神社・伊勢神宮とは
総本社は三重県伊勢市にあり、通称を伊勢神宮と称される。
祭神は天照坐皇大御神（あまてらしますすめおおみかみ）(内

宮)、豊受大御神（とようけおおみかみ）(外宮) で、それぞれ「「天
照大神」(あまてらすおおみかみ)「豊受大神」(とようけおおみ
かみ)、あるいは「皇大神宮」、「豊受大神宮」と略称される。古
事記では「天照大御神」と記されている。
また、地方では、お伊勢様、神明(しんめい)様とも呼ばれ、特

に気仙地域では「天照御祖神社」(あまてらすみおやじんじゃ)と
称する神社が多い。
古事記によると天照大御神は、黄泉の国から脱出することがで

きた伊耶那岐神(いざなぎのかみ)が禊(みそぎ)をした際、その左
目を洗ったときに出現した神とされる。そして父神より高天原（天
上）を統治するようにとの委任をうける。また、天照大御神が誕
生したと同時に、伊耶那岐神が右目を洗うと月読命（つくよみの
みこと）、鼻を洗うと建速須佐之男命（たけはやすさのおのみこ
と）が出生したとある。
この三貴子のなかで最高に貴い神、それこそが天照大御神であ

る。この禊の時に生まれた神はそれぞれ天照大御神が太陽、月読
命が月、須佐之男命が嵐であるとされる。
皇大神宮及び豊受大神宮のお札は大麻（たいま）と呼ばれ、全

国の各家庭では、地元の神社や神職を通じて氏神の御札とともに
授与を受けるのが一般的である。
天照大神の数代後の神倭伊波礼毘古命(かむやまといわれひこ

のみこと)が日本の天皇家の初代天皇、神武天皇(じんむてんのう)
とされている。全国には天照大神を祭神とする神社が 18,000 余社
ある。(紀)

末崎町の石碑・祠・神社

三
重
県
伊
勢
市
の
皇
大
神
宮(

内
宮)

正
宮

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
①
健
康
無
関
心
層

も
含
め
た
予
防
・
健
康
づ
く
り
の

推
進
②
地
域
・
保
険
者
間
の
格
差

の
解
消
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
策
と
し
て
、
つ
ぎ
の
３
つ
の

施
策
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。

１

次
世
代
を
含
め
た
す
べ
て
の
人

の
健
や
か
な
生
活
習
慣
形
成

日
頃
の
生
活
を
通
し
て
、
健
康

へ
の
意
識
が
高
め
ら
れ
る
環
境

を

作

っ

て

行

く

施

策

で

す

。

２

疾
病
予
防
・
重
症
化
予
防

健
康
診
断
の
質
や
が
ん
検
査
の

手
法
、
ま
た
は
歯
周
病
対
策
な

ど
を
含
め
て
疾
病
の
予
防
や
重

症
化
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
施

策
で
す
。

３

介

護

予

防

・
フ
レ
イ
ル
対

策

、

認
知
症
予
防

介
護
予
防
を
目
指
す
取
り
組
み

で
あ
る
が
、
身
体
的
に
虚
弱
に

な
っ
て
し
ま
う
「
フ
レ
イ
ル
」

の
予
防
や
認
知
症
予
防
の
対
策

を
す
す
め
る
こ
と
で
、
長
く
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

準
備
を
す
る
施
策
で
す
。

フ
レ
イ
ル
と
は
、
身
体
的
機
能
や

長
寿
の
お
祝
い

認

知

機

能

が

徐

々

に

低

下

し

つ

つ

あ

る

状

態

で

す

。

健

康

な
状

態
か
ら
介
護
が
必
要
な
状
態
へ
と

変
化
す
る
途
中
に
あ
る
段
階
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
即
ち
、「
健
康
」

と

「

要

介

護

」

の

中

間

に

あ

る

状
態
の
こ
と
で
す
。

高

齢

者

の

多

く

は

、

急

に

要

介
護
状
態
に
な
る
の
で
は
な
く
、

徐

々

に

身

体

的

機

能

や

認

知

機

能

が

低

下

す

る

と

考

え

ら

れ

て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
「
そ
れ
ら

の

機

能

低

下

を

食

い

止

め

ら

れ

な

い

だ

ろ

う

か

」

と

不

安

に

思

う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
「
フ
レ

イ

ル

」

は

適

切

な

治

療

や

予

防

に

よ

っ

て

改

善

で

き

る

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

介

護

が

必

要

に

な

る

前

に

変

化

に

気

づ

き

対

策

を

講

じ

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

★

秋
の
交
通
安
全
運
動

令

和

年

度

の

秋

の

全

国

交

3

通

安

全

運

動

は

、

月

日

か

9

21

ら

日
ま
で
の

日
間
実
施
さ
れ

30

10

ま
す
。

◎
運
動
の
重
点

（

）

子

ど

も

と

高

齢

者

を

始

1
め

と

す

る

歩

行

者

の

安

全

確
保

（

）

夕

暮

れ

時

と

夜

間

の

事

2
故

防

止

と

歩

行

者

等

の

保

護

な

ど

安

全

意

識

の

向

上

（

）

自

転

車

の

安

全

確

保

と

3
交

通

ル

ー

ル

順

守

の

徹

底

（

）

飲

酒

運

転

等

の

悪

質

・

4
危
険
な
運
転
の
根
絶

★
推
進
事
項
（
主
な
も
の
）

１

運
転
者
は

①

通

学

路

、

シ

ル

バ

ー

ゾ

ー

ン
、
ゾ
ー
ン

を
通
行
す

30

る
と
き
は
、
速
度
を
落
と

す
。

②

ラ

イ

ト

の

早

め

の

点

灯

と

こ
ま
め
に
ラ
イ
ト
を
切
り

替
え
、
歩
行
者
や
自
転
車

に
自
車
の
存
在
を
知
ら
せ

事
故
の
防
止
を
図
る
。

③

横
断
歩
道
は
、
歩
行
者
優

先
で
あ
る
。
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
る
歩
行
者
が
い

る
場
合
は
、
一
旦
停
止
し
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